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鉄還元 能をもつ 好熱性偏性嫌気性細菌の 水 田 土壌か らの 分離
ぜ と　　 と も こ 　　　　　 うえき　　あつこ 　　　　　うえき　 か つ じ
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【目的 】生物地球化学やバ イオ レ メデ ィ エ ーシ ョ ン へ の 関心 か ら、鉄還元細菌に対する注

目が近年高ま っ て お り、酢酸塩 を電子供与体 として Fe （III）を Fe（II）に還 元で きる新規 の 偏

性嫌気性鉄還元細菌 （Geobacter
，
　Geovibrio属等）を含む鉄還元能 を持 つ 多様 な細 菌が 、各種

底泥や石油で 汚染 され た帯 水層等 か ら分離 され て きて い る 。 これ らの 鉄還元 細菌 は鉄還 元

の ための 電子供与体 と して 、酢酸塩や H 、 の 他、脂肪酸や芳香族化合物等を用い
、

こ れ らを

完全酸化す るか不完全 酸化 す る。我 々 は水 田土 壌中にお け る メ タ ン 生成に 関わ る微生物 群

集に 関す る検討 を行 っ て きて い るが、鉄還元 はその 発達にお い て鍵 と もなる位置 を占め る

と考え られ る 。 我 々 は 、湛水後 の 水 田土壌 にお ける鉄還元 とメ タ ン 生成に 対す る温 度の 影

響の 違い に つ い て検討する過程で、鉄還元 能 を もつ 好熱性 の 偏性嫌 気性 細菌が 水 田土壌 中

に分布す る こ とを明 らか に し、集積培養に よ りこ の 好熱性細菌を分離 したの で 報告 す る。

【方法 】水 田土壌 は、山形農試 庄内支場の 稲わ ら施用区水 田 か ら採 取 した 。 ±壌試 料 を等

量の 嫌気的希釈液 と混合 したもの を±壌 ス ラ リーとし、これ を N ・ ガ ス 下で試 験管に分注 し

て か ら異な る温度で保 温 し、各温度 にお けるメタ ン 生成 と鉄還 元の 時間経過 を追 っ た。鉄

還元 細菌の 集積培養は Fe （III）源 として Fe（III）−NTA を含 み、異な る電子供与体を添加 した

鉄還元細菌用培地を用 い て 65 ℃ で行 い
、

こ れ よ り嫌気性 ロ
ー

ル チ ＝ ・・一ブ法 に よ り鉄還 元能

を もつ 細菌株 を分離 した 。 培養は全 て Q 除去 N 、 ガス 気流 下で 行 い 、Fe（II）濃度は フ ェ ロ ジ

ン 法で 測定 した。 （NTA ：nitrilotriacetic　acid ）

【結果 】非作付 け期の 水 田か ら採取 した 土壌 を用 い て調製 した土壌 ス ラ リーを嫌気 的に保

温 す る こ とに よ り、そ の 鉄 還元の 進 行を概ね 再現性良く追 うこ とが可 能 だ っ た 。 鉄還元 あ

る い は メ タ ン 生成の 電子 供与体と し て H ， を添加す る か あ る い は無 添加 で 土壌 ス ラ リ
ー

を温

度を変えて保 温 す る と、メ タン 生成 は 20 ℃ 以 下で は 非常に微弱で 40 ℃ か ら 45℃ に最高速

度 を示 した が 、
50 ℃以 上で は 顕著に低 下 し た 、

一
方鉄還 元 は 15℃ か ら 80 ℃ま で の 幅広 い

範囲で進行 し、40℃付近 と 70 ℃付近 に 二 つ の ピ
ー

クを示 した。オ
ー

トク レ ープ した土壌 を

同様に保 温 して も鉄は 還元 され なか っ た 。 湛水 中 の 水田 か ら採 取 した 土 壌を用 い た保 温 実

験で も、60 ℃ か ら 80 ℃ にお ける鉄還 元 の 進行 を確認 で きた 。好 熱性 の 鉄還元 細菌の 分離 を

目的 に、各種電子供与体を用い て鉄還元細菌の 集積培養 を 65 ℃で 開始 した と こ ろ 、ピ ル ビ

ン 酸塩 を用 い た 場合に の み 鉄 還 元能を示 す集積培養 の 安定 した継代 が 可能だ っ た 。こ れ よ

り分離 した TPI 株 は ピル ビ ン 酸塩、乳酸塩 、セ リン及 び H ， を電子供与体 として 65 ℃ で鉄

を還元 した 。 16S　rRNA 遺伝子 の 塩 基配列 の 比 較か ら 、
　 TPI 株は 10w （G ＋C ） グ ラ ム 陽性グル

ープ の 偏性嫌気性細 菌で あ る 1’hermoanaerobacter　M に近縁に位置づ け られ た。本 菌株 は グ

ル コ ー
ス を発酵 して エ タ ノ

ール を主要な生成物 と して も増殖 で き 、 本来は発酵性 の 好熱性

細菌で あ る と考 え られた。
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